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要旨	
 

5年継続多読授業の効果について報告する。45分週1回の多読授業を5年間継続したところ、学生

の累積読書量は中央値で100万語を越え、TOEIC平均点も英語専攻の大学3年全国平均と同等水準

まで伸ばすことができた。学生が読んだ多読用図書の英文のやさしさは、ネイティブの英語教

員が持つ感覚よりYL（Yomiyasusa	
 Level:日本人の感覚で定めた難易度レベル）で約2.0ほど低

く、やさしい英文を読むことの大切さを再確認した。	
 

	
 

A 5-year extensive reading program increased the students’ average TOEIC score equal to or higher 

than the national average score of 3rd year university students who major in English. The program 

consisted of SSR (sustained silent reading) classes, 45 minutes a week, for five consecutive years. Half 

of the students read more than a million words of easy-to-read English texts through the program. The 

readability of English texts were about 2 points easier in YL (Yomiyasusa Level: readability scale 

defined for Japanese EFL learners) than the ones recommended by most English-speaking teachers. 
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1．はじめに	
 

豊田高専の電気・電子システム工学科（以下、E科と略称）では、2年間の試行後、2004年度

に多読授業を本科2~5年と専攻科1,2年の6学年に展開してから6.5年が経過した。2008~2010

年度の専攻科1年生24名は多読授業を5年継続受講しており、TOEIC等の外部試験でも確認できる

成果をあげている。E科のプログラムは、創立以来、英語を苦手としてきた高専生を対象に長期

継続の多読授業を追加することで、同世代平均以上の英語運用能力を身につけさせており、工

学系学生の英語運用能力改善の一モデルとみなされている。	
 

本報告では、多読授業を5年継続したとき、企業が新入社員に期待するTOEIC550点程度の英語

運用能力を育成することができ、大学受験や長期留学は必ずしも必要ではないことを示したい。

2010年度までの豊田高専E科の多読授業実践の状況を報告すると同時に、多読授業の継続年数を

2~3年から5年に伸ばした効果について述べ、多読授業の成否を分ける要因を考察する。	
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2．背景	
 

グローバル化した今日の社会では、技術者が直接、英語でコミュニケーションする機会が増

えているが、高専を含む工学系学生には英語の苦手な学生も多く、国際的に通用するコミュニ

ケーションの基礎能力を養成することは容易ではなかった。高専の設立から45年以上が経過、

それまで各高専の関係者は、LLの早期導入、Native講師による英会話、TOEICの活用、海外交流、

CALLシステムの利用等、様々な教育方法を試み、多大な努力を重ねてきていたが、状況を大き

く変える成果は得られていなかった。	
 

そのような中、本校では卒業生アンケートの結果を受け、2004年度から全学で英語教育の改

善を始めた。これらの教育実践の中で、学生の英語運用能力を顕著に向上させたのが、毎年30

人程度の留学実績がある長期留学の環境整備とE科の英語多読授業であった（西澤，2010）。	
 

特にE科では、2002年度から本科5年で先行実践した多読授業が学生に好評だったため（吉岡・

西澤，2004）、2004年度からは本科2～5年と専攻科1,2年で連続する6学年に拡大、各学年1単位

（45分×30回通年）の授業を始めた。学年毎に英文レベル：YL（古川・神田他、2010）、TOEIC

得点の数値目標を設定、シラバスに記載するとともに、教育改善の進行に合わせて改訂してき

た。2007年度には4年継続の多読授業体制が完成し、年間10名以上の学生が新たに累積100万語

を読破するようになっていた。なお、E科では2009年度に6年継続の多読授業体制が完成してい

るが、専攻科は学科別の定員が各4名で、在籍学生数も１学年4~10名程度と少人数であり、6

年継続授業を修了した学生も少ないので、本報では本科2~5年と専攻科1年で5年継続となる

2008~2010年度の専攻科1年生を主対象にE科の多読授業について報告する。 

	
 

3．多読授業の実施方法	
 

3.1	
 多読授業の進め方	
 

豊田高専 E 科では、1 クラス約 40 名の学生を対象とする本科 2~5 年の多読授業を本校図書

館で、また 1 クラス 4~10 名の学生を対象とする専攻科の多読授業を E 科資料室で行い、自ら

もやさしい英文の多読体験を持つ 3 名の専門科目担当教員が授業を担当する。学生には、多読

記録手帳（SSS 英語学習法研究会，2005）に入学後全ての読書記録を記帳させ、担当教員が定

期的に点検、コメントを付して返却する。例えば、多読授業初年度となる本科 2 年の「電気英

語基礎Ⅰ」（本科 1 年の「英語会話」で多読授業を受講した学生が対象となる 2007 年度以降の

2 年生は、多読授業 2 年目）では、毎週、授業日の 2 日前に読書記録手帳を回収し、担当教員

が点検している。一部コメント付きの手帳は授業の冒頭に返却し、教員は点検時の情報をもと

に指導する学生を選んで、選書指導（各学生に合った図書の紹介）を行う。また、各クラスの

累積読書量分布、定番シリーズの紹介、技術者に英語利用を迫る社会情勢や、多読の効果を示

すデータ等を含めたニューズレターを定期的に配布している。授業中は、各学生が自ら選んだ

英文図書を各自のペースで黙々と読む。特に低学年生では、全文朗読を聴きながら英文を読む

「聴き読み」を推奨しており、2~4 割の学生が聴き読みをしている。このため図書館には館内

専用のポータブル CD プレイヤーを配備している。	
 



3 / 12 

	
 

3.2	
 成績評価	
 

科目の成績は、初見の英文を用いた読解試験を中心に外部試験（TOEIC、ACE）と読書記録を

加えて、総合的に評価している（表 1）。シラバスには、TOEIC 得点で設定した英語運用能力の

学年別目標、定期試験の合格水準、基準読書量を明記し、毎年見直している。また、英文レベ

ルには YL を用いている。 

 

表 1	
 2009 年度豊田高専 E 科多読・多聴授業の成績評価（合格）基準と実績	
 

学年 ２年 ３年 ４年 ５年 専１年 専２年 

科目名 電気英語基礎Ⅰ  電気英語基礎Ⅱ  電気技術英語Ⅰ  電気技術英語Ⅱ  電気英語コミュⅠ  電気英語コミュⅡ  

YL1.2 
3,000語 

YL1.8 
4,500語 

YL2.2 
4,500語 

YL2.4 
4,500語 

YL2.8 
6,000語 

YL3.6 
6,000語 

定期試験の英文 

レベル、総語数 
40% 

Reading, Dictation Reading 小テスト 
（中間試験） 20% 10% 

ACE510 
(TOEIC350) 

TOEIC370 TOEIC410 TOEIC440 
TOEIC450 

450未満は 0点 
TOEIC470 

外部試験 

30% 41% 40% 

10万語 10万語 10万語 10万語 20万語 20万語 年間 
読書語数 10% 9% 10% 

総合点の 60%で単位「可」を取得。専１「電気英語コミュⅠ」は必修科目 
	
 

定期試験、および、中間試験、Reading 小テストは、表 1 に示された英文レベルと長さの未

読英文を用いた Reading の試験である。もちろん、表 1 に示されたレベルの本を図書館で借り

て、片っ端から読めば既読になることはある。毎分 100 語で計算された制限時間（6,000 語な

ら 60 分）内に英文テキストを読み、テキスト回収後に 10 問の質問に記述式で答える。質問の

内 6 問は、あらすじを把握していれば答えられるもの、他の 4 問は物語の重要な展開やプロッ

トに関連した問い等、もう少し深く読めていないと答えられない質問になっている。多読経験

のない学生には、YL1.2 で総語数 3,000 語の試験でもやさしくないが、試験勉強は不要なので

多読経験者には好評である。	
 

読書記録（読書語数）は、読書の妨げにならないよう工夫している。具体的には、評価比率

を5～10%に押さえ、読書語数の対数を評価点にし、合格点以上では読書語数増加による評価点

上昇が飽和するようしている。例えば、3年「電気英語基礎Ⅱ」では、x:	
 年間読書語数（万語）、

読書点（100点満点）とするとき y = 20 + 40 ⋅ log10 xで読書点を算出している。基準語数の10万
語を読むと60点になるが、「優」評価となる80点取得には32万語、100点満点取得には100万語

必要ということになる。	
 

最終学年（本科5年、専攻科2年）では、前期で卒業条件を満たした学生の一部が、後期に受



4 / 12 

講（多読）を途中で止めてしまうことがあり、プログラムとしての課題になっているが、定期

試験の英文レベル、長さ、TOEIC得点等、達成度目標は、おおよそ妥当な水準のようである。	
 

	
 

3.3	
 外部試験	
 

豊田高専では、年に 3 回 TOEIC	
 IP 試験を実施しており、本科 3 年生と専攻科 1 年生は 2 回

目となる秋の IP 試験を全員が受験している（他は希望者のみ）。多読授業関連科目では、各学

生の年度最高点を表 1に示す各科目の基準点として（成績の 30~41%を占める外部試験得点が、

100 点満点中の 60 点となる換算式を用いて）成績に参入している。また、TOEIC 公開受験で取

得した得点も、学生からの申請があれば、（前後して受けた場合、受験料が高いのでより集中す

るからか、IP 試験得点よりも高めになることが多いが）IP 試験得点と区別せず、同一換算式で

成績に参入している。なお、専攻科 1 年「電気英語コミュニケーションⅠ」で外部試験の比重

が 41%なのは、JABEE 認定「電気・電子システム工学」プログラムの全修了生が TOEIC450 点以

上を取得したことを保証するためである。TOEIC450 点未満の学生は、たとえ他の評価項目が全

て満点でも総合点は 59 点にとどまり、この必修科目の単位を修得できないようになっている。	
 

学生の英語運用能力を客観的に測るべく、外部評価指標として TOEIC を用いているが、TOEIC

は（350 点くらいから）800 点くらいまでは、多読・多聴で育まれる受動的な英語運用能力を再

現性よく測定できる指標だと判断している。本科 4 年生以上の TOEIC 得点は、少数の例外を除

けば350~800点に収まるので、高学年学生の英語運用能力測定指標としてTOEICは適している。

また、多くの学生が TOEIC350 点以下となる本科 2 年生では、試験形式が TOEIC に似ており日本

の高校生向けに設計された試験である ACE を併用している。高学年学生が、学習活動として能

動的な活動（話す、書く）を行い、科学技術系の教材を使う場合でも、TOEIC800 点以下の学生

の英語運用能力測定は、受動的な能力の測定で間に合うと考えている。「聴き取りは苦手だけど

流暢に話せる」、「読むことは苦手だけれどもよい英文を書ける」ことは考えにくいからである。

また、能動的な英語運用能力のベースとなる受動的な英語運用能力（聴く、読む）を身につけ

させることが、高専英語教育の役割との考えもある。さらに、本校では TOEIC 受験対策を熱心

に行っていないので、受験対策により TOEIC 得点が一時的に上昇する等、多読以外の要因が混

じる可能性については、今のところ心配していない。	
 

	
 

4．5年継続多読授業の結果（2~3年間継続時との違い）	
 

4.1	
 読書量の変化	
 

豊田高専 E 科では、2004 年度に多読授業を本科 2～5 年と専攻科 1,2 年の 6 学年に拡大した

結果、2008~2010 年度の専攻科 1 年生 24 名は、通年 1 単位（45 分授業を週 1 回で 30 週）の多

読授業を 5 年間継続して受講している（表 2）。ただし、2010 年度の学生は、2010 年 9 月まで

の受講期間は 4.5 年間である。多読授業では、授業時間のほとんどを各学生が自ら選んだ英文

図書を読む読書時間にあてている。この結果、E 系専攻科 1 年生の累積読書量は、授業継続年

数が 2~3 年だった 2004~2006 年では中央値 26~48 万語だったものが、2008~2010 年度では
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中央値 60~112 万語まで増えている（図 1 中央の折れ線グラフ）。	
 

	
 

表 2	
 	
 E 系専攻科 1 年生の多読授業継続年数と学生数	
 

年度	
 2003	
 2004	
 2005	
 2006	
 2007	
 2008	
 2009	
 2010	
 

多読授業継続年数	
 (1 年経験)	
 2 年目	
 3 年目	
 4 年目	
 5 年目	
 (4.5 年)	
 

英語圏留学経験者数	
 －	
 －	
 －	
 1 名	
 3 名*	
 －	
 －	
 4 名	
 

その他の学生数	
 5 名	
 7 名	
 5 名	
 9 名	
 7 名	
 6 名	
 8 名	
 6 名	
 

*	
 多読授業経験は、留学から帰国後の 3.5 年	
 

図 1	
 E 系専攻科 1 年生の累積読書量	
 

	
 

5年間の授業時間内に読むことのできる読書量が、67.5万語（＝毎分100語×112.5時間）で

あることを念頭に、2008~2010年度の3年度分の学生の読書量分布（図1右側の度数分布）を見

ると、ほぼ授業時間内のみ読書をしている読書量75万語未満の学生と、時間外にも自律的な読

書を継続している読書量105万語以上の学生に分化している様子が分かる。ただし、1名を除く

全学生が30万語以上を読破しており、授業時間内しか読まない学生も含めて、ほぼ全員が多読

の効果を実感できているものと推定できる。とくに、累積読書量30万語未満の学生比率は、2004

~2006年度には36%（図1左側の度数分布）だったものが4%（図1右側の度数分布）まで減少して
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おり、継続年数の増加が読書量を底上げしていると見てよい。	
 

ここで注目すべきなのは（図1中央の折れ線グラフ）、継続5年の多読授業が完成した2008年

度以降も、学生の累積読書量が毎年増加し、2010年度に単年度のクラス中央値が100万語を越え

ていることである。このことは、長期継続授業では、多読に積極的な雰囲気作りができた場合、

授業時間は同じでも、先輩学生の口コミ効果等により授業時間外の自律的な読書が活性化され、

学生の読書量は後輩学生の方が増えると期待できることを示している。	
 

図 2	
 E 系専攻科 1 年生の TOEIC 平均点	
 

	
 

4.2	
 TOEIC得点の変化	
 

図 2 中央の折れ線グラフに、E 系専攻科 1 年生の TOEIC 平均点の経年変化をまとめた。この

グラフの縦軸の値は各学生の年度自己ベスト得点を 3 年間の学生で平均した移動平均値で、英

語圏への留学経験者（表 2 に、年度毎の人数を表示）は除いてある。多読授業継続年数が 2~3

年だった 2004~2006 年度の平均点（図 2 中央のグラフでは 2006 年度に表示）は 470 点と同世

代の大学 3 年全学部の全国平均と同程度であったが、多読授業が継続 5 年になった 2008~2010

年度（中央のグラフでは 2010 年度に表示）には 87 点上昇して 557 点に達し、企業が新入社員

に期待する 547 点（国際ビジネスコミュニケーション協会,	
 2009）、および、2009 年度の語学・

文学系（英語専攻）の大学 3 年生全国平均 547 点を越えている。	
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また、自律的な英語学習が可能であると我々が考え、専攻科の修了要件に設定している

TOEIC450 点に達していない学生数も、2004~2006 年度の 48%（図 2 左側の得点分布）から 2008

~2010 年度には 5%（図 2 右側の得点分布）まで減少している。多読授業を継続 5 年に伸ばすこ

とで、E 系専攻科生の英語運用能力は底上げされ、社会の期待水準まで引き上げることができ

たと考えている。	
 

	
 

5	
 授業実践から分かったこと	
 

5.1	
 累積読書量の効果 
読書量による典型的な学習者の変化は、	
 

10 万語：	
 多くの学生が翻訳をしない多読の読み方に慣れるものの、多読の効果を TOEIC で測

定することは難しい 
30 万語：	
 クラスの過半数が 30 万語を越えると、クラスの平均点が変化する（個々の学生に

は TOEIC 得点上昇を観測できない者もいる）。ただし、より低年齢の高専本科 3 年生

では、平均点が変化するのに 45~70 万語必要と見込まれるクラスもあった（豊田高

専,	
 2011）。TOEIC 平均点が変化し始める読書量は各教育現場の状況によりばらつく

ものと思われる。他方この時期に、多読開始時に読んだやさしい英文（例えば、PGR0）

を読ませてみると、多くの学生が「やさしい英文ならすらすら読めるようになって

いる」ことを認識することが多い 
100 万語：	
 英語の苦手な学生を含め、多くの学生の TOEIC 得点上昇を期待できる。また、多

くの学生が、自分のレベルに合った英文図書を自力で選択できるようになる	
 

とまとめることができる。	
 

豊田高専 E科では、前述したように 5年継続して多読授業を受講した学生 10 名の過半数が、

2010 年 9 月までの 4.5 年で 100 万語を越えている。専攻科も含めて 7 年間の継続教育期間を持

つ高専では、学年毎に 1 単位の授業時間を割いて 5 年継続の多読授業を設け、受講生に 100 万

語読破を目指させることは、十分現実的であると考える。	
 

他方、学生の TOEIC 平均点を英語圏への留学経験者（10 ヶ月）並まで上昇させるには、300

万語程度の読書が必要である。これに必要な読書時間を 3 倍の 15 単位（例えば、45 分×週 3

回通年×5 年）とすると、授業として確保することは容易でない。このレベルの読書量を達成

させるためには、学生の自律的な読書習慣を引き出し、授業時間外にも継続して読むよう導く

ことが必要である。 
 
5.2	
 英文のやさしさ	
 

やさしい英文の重要性は、大学生を対象とする先行実践で確認されているが（高瀬，2008）、

我々の授業実践でも、YL1.0 以下のやさしい英文図書から始めることの重要性を再確認してい

る。E 科の学生が、5 年間の多読授業の前半 3 年間に読んだ英文レベルは YL0.0～2.5 と極めて

やさしいものであり（西澤、吉岡、伊藤,2010）、特に、授業初年度に YL1.0 未満の英文を読む

ことは、日本語に翻訳しながら読む読み方を、英文から直接意味をくみ取る多読の読み方に転

換するためにも重要であった。また、やさしい英文図書をスキップして、YL2.0 程度の図書か

ら読み始めると、いつまで経っても日本語に翻訳するクセが抜けず、かえって運用能力の向上
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が遅れることが多いようである。	
 

ここで、多読用図書に対する推薦 TOEIC 得点が低めに設定されると、自らの TOEIC 得点から

適切な図書の英文レベルを判断しようとする学習者は、実力よりもレベルの高い図書を読むこ

とになるという問題が発生する。例えば図 3 は、ネイティブ英語教員が持つ英文の読みやすさ

感覚と、豊田高専の学生の現状を、TOEIC 得点と英文図書の読みやすさ：YL により比較したグ

ラフである。図 3 の実線は、主要 GR レベル毎に Mateer	
 (2009)の表から取った推薦 TOEIC 得点

（幅のあるときは平均値）と、古川・神田（2010）から取った YL	
 (min.)を用いてプロットし

た直線で、ネイティブ英語教員が持つ英文の読みやすさ感覚を表している。Mateer	
 (2009)の表

の GR に対する推薦 TOEIC 得点は、Day	
 &	
 Bamford	
 (1998)が紹介した EPER	
 (Edinburgh	
 Project	
 

on	
 Extensive	
 Reading)レベルの表（例えば、OBW2 の The	
 Pianoは EPER	
 level	
 D に含まれるの

で TOEIC	
 300 点）と近い値であり、EPER レベルの影響を受けているものと推定される。	
 

図 3	
 学生の TOEIC 得点と英文レベル（YL）の関係	
 

	
 

一方、豊田高専のデータ（図 3 の破線）は、多読授業 3~6 年目の学生が、2010 年 5 月の TOEIC	
 

IPで得た得点と、受験時に読んでいた図書のYL（試験前後に読んでいた5冊の本の平均YL	
 min.）

をプロットしたものであるが、これは 100 万語読破を勧めた酒井（2002）、レベル 0~3 の本で

総語数 100 万語の読書を目標とするのがよいとした古川・伊藤（2005）のガイドラインに従っ

て授業が行われた結果である。	
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両者のズレについては、これまでも繰り返し指摘してきたが（西澤、吉岡、伊藤,2006）

（Nishizawa,Yoshioka,Fukada,2010）、ネイティブ英語教員の持つ感覚と豊田高専の学生の実態

とのズレはかなり大きいことを再確認したい。例えば、OBW1	
 (Oxford	
 Bookworms	
 Level	
 1)は、

Mateer(2009)の表では TOEIC	
 250 点の学生（英語の不得意な中学 3 年生？）に対する推薦図書

となるが、豊田高専の多読クラスでは、おおよそ TOEIC	
 400~550 点の学生でないと、このシリ

ーズを楽しんで読むことはできていない。大手書店の GR 販売コーナーに表示される TOEIC 推薦

得点も Mateer(2009)の表に近い得点であることが多く、学生を混乱させる一因となっている。	
 

高瀬（2007）は、大学受験を経た大学生への多読指導においても「多読スタートレべルを、

EPER が示している基準よりも 2~3 段階低いところからスタートし、日本語訳をせずに英語の

まま、英文を頭から読めるように訓練していく必要があった。」と述べており、図 3 の実線を

基準とする英文レベルは、高専生だけでなく多くの日本人英語学習者にも（少なくとも多読入

門時には）難しすぎるのでは、なかろうか。	
 

各教育機関が、学生に適切な英文レベルを見いだす一助になると考え、図 3 の破線から算出

した豊田高専の推奨 TOEIC レベルを Mateer(2009)の表に加えた表を、資料 1 に示した。	
 

 
5.3	
 動機付け	
 

多読授業の長期継続には、内的動機付けに加えて、外的動機付けも併用する必要がある。典

型的な学生の場合、最初の一年（30 万語くらいまで）は、「やさしい英文を翻訳せずに読めた」

との実効感が大きな動機付けになる（内的動機付け）。	
 

しかし、その後、多くの学生は「もう少し長く、もう少し面白いものを読みたいのに、読め

ない」状態になる。例えば、小学校 2 年向けの有名な児童小説：Magic	
 Tree	
 House シリーズを

楽しめるようになるまで、高専生では、高い理解度で読む学生で約 50 万語必要であり、低い

理解度で読む学生では 100 万語以上必要となることもある。このとき、実効感がなくても、外

部試験得点が上昇していたり、同世代の学生より高い得点を得ると、「英語力がついて来てい

ると信じて、もう少し続けてみるか？」と思う学生が多い。これが外部試験（TOEIC,	
 ACE）の

効果である（外的動機付け）。	
 

ただし、外部試験を頻繁に受けさせると、「前回の試験から 10 万語も読んだのに、得点が上

昇しないから、多読は効果が無いんだ」と勘違いする学生も出て来る。これを避けるには、受

験する試験の間に少なくとも 20~30 万語の読書を行わせるよう計画するのが好ましい。また、

平均的な学生の語数と外部試験得点との関係と、そのばらつきデータを学生に見せることがで

きるよう、準備しておくことも必要である。また、外的動機付けとしては、なるべく身近な成

功例の提示や、英語教員以外の、専門学科教員、先輩学生、卒業生等からの働きかけも有効で

ある。	
 

累積読書量が100万語を越え、読んで面白いと思えるシリーズを読めるようになると、再び、

読書の楽しみが動機になる（内的動機付け）。	
 

ここで述べた多読に対する典型的な学生の動機の質的変化と、TOEIC 得点上昇率の関係は、
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相補的になっているようにみえる。すなわち、学習者の内的動機が高いとき（0~30 万語と、

100 万語以降）には TOEIC で得点上昇率が高くない（伊藤・長岡,	
 2008 では、100 万語以降の

得点上昇率を 0.4~0.5 点／万語と観測している）が、外的動機付けが必要なとき（30~100 万

語）には、得点上昇率が高くなっている。これをうまく活用できれば、より多くの学生を動機

付けすることができるかもしれない。また、教育機関としては、なるべく多くの学生を、読書

の楽しみが動機になる 100 万語以上の累積読書量まで導きたいものである。 

	
 

6	
 終わりに	
 

豊田高専 E 科における長期継続多読授業について報告した。5 年間の継続授業により学生の累

積読書量は 100 万語以上に伸び、平均的な学生が YL2~3 の GR や児童書を無理なく読むように

なった。TOEIC 平均点も同世代の英語専攻平均、企業が新入社員に期待する平均得点以上に向

上しており、「英語が苦手」だった高専生が、「英語もできる」になりつつある。多読授業が成

果を上げるためには、学生が YL3 以下のやさしい英文図書で累積 100 万語を読むことが重要で

あるが、これを高専の教育現場で無理なく実現するには、5 年継続の多読授業が有効と考える。

5 年（専攻科まで含めて 7 年）一貫教育の高専では、今後、このような長期継続の多読授業に

より「英語もできる」卒業生を輩出する例が増えるものと期待している。	
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資料 1	
 主要 GR に対する推奨 TOEIC レベルの違い	
 

GR YL	
 min.	
 
TOEIC	
 

（豊田高専）	
 

TOEIC 
(ERJ2-1)	
 

使用	
 

語彙数	
 
総語数	
 

Council of 
Europe Level 

Cambridge 
ESOL 

CER0	
 1.2	
 370	
   2,000	
   
CER1 1.4	
 390	
  400 4,000 A-1  
CER2 2.6	
 530	
 220-320 800 10,000 A-2 KET 
CER3 3.6	
 640	
 320-430 1,300 15,000 B-1 PET 
CER4 4.5	
 (740)	
 430-550 1,900 20,000 B-1/B-2 PET 
CER5 5.5	
 (860)	
 550-650 2,800 25,000 B-2 FCE 
CER6 6.0	
 (920)	
 650-780 3,800 30,000 C-1 CAE 
PGR0	
 0.8	
 320	
 	
 200	
 800	
 	
 	
 

PGR1 1.0	
 340	
 250 300    
PGR2 2.2	
 480	
 350 600    
PGR3 3.2	
 590	
 400 1,200   KET 
PGR4 4.0	
 (690)	
 500 1,700   PET 
PGR5 5.0	
 (800)	
 600 2,300   FCE 
PGR6 6.0	
 (920)	
 730 3,000   CAE 
OBW0	
 0.9	
 330	
 	
 250	
 1,000	
 	
 	
 

OBW1 2.0	
 460	
 250 400 5,200 A-1/A-2  
OBW2 2.6	
 530	
 310 700 6,500 A-2/B-1 KET 
OBW3 3.2	
 590	
 380 1,000 10,000 B-1 PET 
OBW4 3.8	
 (660)	
  1,400 16,000 B-1/B-2  
OBW5 4.5	
 (740)	
 520 1,800 23,000 B-2 FCE 
OBW6 5.5	
 (860)	
 700 2,500 30,000 B-2/C-1 CAE 
MMR1	
 0.8	
 320	
 	
 300	
 600	
 	
 	
 

MMR2	
 1.2	
 370	
 	
 600	
 2,500	
 	
 	
 

MMR2+	
 1.6	
 410	
 	
 600	
 8,000	
 	
 	
 

MMR3 3.0	
 570	
  1,100 10,000	
 A-2 KET 
MMR4 3.4	
 620	
  1,400 	
 B-1 PET 
MMR5 3.6	
 640	
  1,600 15,000	
 B-1/B-2 Pre FCE 
MMR6 4.5	
 (740)	
  2,200 20,000	
 B-2 FCE 
注）ゴチック（太字）部分は本報による追加箇所、他は	
 Mateer(2009)による。TOEIC（豊田高

専）欄の（）は、図 4 のデータ領域から外れた参考値	
 

	
 


